社会科　１学年　１
	単元の
目標
	・緯度と経度，大陸と海洋の分布，主な国々の名称と位置などを基に，世界の地域構成を大観し理解する。単元名「世界の姿」　学習指導要領の内容[A（１）アイ]　

・世界の地域構成の特色を，大陸と海洋の分布や主な国の位置，緯度や経度などに着目して多面的・多角的に考察し，表現する。
・世界と日本の地域構成について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)

	「私たちの住む地球を眺めて」		
◎地球上の大陸と大洋はどのように分布するのだろうか。また，世界はどのように区分することができるか理解する。
○様々な視点から衛星写真を見て，世界や日本の姿を大観する。
	
	
	
	②地球儀やデジタル資料を活用し，大陸と大洋の分布について確認させる。

	2
(2)
	「いろいろな国の国名と位置」
◎世界の様々な国の国名とその位置を覚えるには，どのようなことに注目すればよいか自分の考えを持つ。
○国名や面積，形，人口，国旗などに着目し，世界の国々を大観する。
	
	
	
	②地球儀やデジタル資料を活用し，世界の様々な国の名前と場所について確認させる。

	3
(3)
	「緯度と経度」		
◎世界の国々や都市を表すには，どのような方法があるか理解する。
○緯度や経度の仕組みや使い方，地図帳の索引の引き方を理解し，活用する。
	○
	
	
	

	4
(4)
	「地球儀と世界地図の違い」
◎地球儀と世界地図の長所と短所は，それぞれどのような点か理解する。
○地球儀と世界地図の構造を調べ，その違いや特色を理解するとともに，地球儀上で距離と方位を測る方法を身に付ける。
	
	○
	
	③地球儀や地図の長所短所について，特色を基に活用場面について話し合わせる。

	5
(5)
	「章の学習を振り返ろう」
◎世界にはどのような国があり，その位置を表すには，どのような方法があるのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○世界の地域構成に関する基礎的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	③世界の地域構成の特色を，大陸と海洋の分布や主な国の位置，緯度や経度などに着目して多面的・多角的に考察し，自分なりの言葉で表現，説明させる。


単元名「世界の姿」　学習指導要領の内容[A（１）アイ]　


	単元の
目標
	・我が国の国土の位置，世界各地との時差，領域の範囲や変化とその特色などを基に，日本の地域構成を大観し理解する。単元名「日本の姿」　学習指導要領の内容[A（１）アイ]　

・日本の地域構成の特色を，周辺の海洋の広がりや国土を構成する島々の位置などに着目して多面的・多角的に考察し，表現する。
・日本の地域構成について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)

	「世界の中での日本の位置」
◎私たちが暮らす日本の位置は，緯度・経度で見た場合や，世界の他地
　域から見た場合，どのように表されるのか理解する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○地球儀や世界地図を活用しながら，様々な方法で日本の位置を示す。
	
	
	
	②地球儀やデジタル資料を活用し，日本の位置について確認させる。

	2
(2)

	「時差でとらえる日本の位置」
◎地球上の位置によって，時刻が異なるのはなぜか，理解する。　　　　　
○時差の仕組みを理解し，日本とおもな国々（都市）の時差による違いや配慮などを考える。
	　
	
	
	



	3
(3)
	「日本の領域とその特色」
◎海に囲まれた日本の領域には，どのような特色があるのか自分の考えを持つ。
○領域の仕組みや日本の領域の特色を理解し，日本がかかえる領土問題について主体的に考える。
	
	
	
	②領域の仕組みや日本の領域の特色，日本が抱える領土問題について理解するとともに，様々な資料から我が国が抱える領土問題の経緯や我が国及び各国の主張を調べまとめさせる。

	4
(4)
	「都道府県と県庁所在地」
◎日本の都道府県と都道府県庁の位置には，どのような特色があるか理解する。
○都道府県や県庁所在地の名称が決まった経緯を理解する。
	○
	
	
	




	5
(5)
	「章の学習を振り返ろう」
◎日本の位置や広がりには，どのような特色があるか，具体的な事例を　　　　　　　　　　　　
　基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○日本の地域構成に関する基礎的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	③日本の地域構成の特色を，周辺の海洋の広がりや国土を構成する島々の位置などに着目して話し合わせる。




単元名「日本の姿」　学習指導要領の内容[A（１）アイ]　

	単元
の
目標
	・人々の生活は，その生活が営まれる場所の自然及び社会的条件から影響を受けたり，その場所の自然及び社会的条件に影響を与えたりすることを理解する。また，世界各地における人々の生活やその変容を基に，世界の人々の生活や環境の多様性を理解する。その際，世界の主な宗教の分布についても理解する。単元名「人々の生活と環境」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　

・世界各地における人々の生活の特色やその変容の理由を，その生活が営まれる場所の自然及び社会的条件などに着目して多面的・多角的に考察し，表現する。
・世界各地の人々の生活と環境について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	９時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)

	「世界のさまざまな生活と環境」
◎世界の人々が暮らすそれぞれの地域には，どのような気候の違いが見られるか理解する。
○世界各地の市場の写真からその地域の気候の特色や人々の生活の様子を大まかに読み取る。
	
	
	
	

	2
(2)
	「暑い地域の暮らし～インドネシアでの生活～」
◎雨が多く気温が高いインドネシアでは，人々はどのような生活をしているか理解する。
○インドネシアの人々の生活の様子から，暑い地域の気候の特色や人々の生活の特色や課題を読み取る。
	
	
	
	②雨温図や景観写真を活用した地域の気候や自然の特色，人々の生活の様子の読み取り方などの地理的技能を身に付けさせる。

	3
(3)
	「乾燥した地域の暮らし～アラビア半島での生活～」単元名「人々の生活と環境」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　

◎乾燥した地域が広がるアラビア半島では，人々はどのような生活をするか理解する。
○アラビア半島の人々の生活の様子から，乾燥した地域の気候の特色や人々の生活の特色や課題を読み取る。
	
	
	
	②サラーラの雨温図と東京の雨温図を比較して高温で乾燥する特色を読み取らせ，それが人々の生活にどのように影響するかを考えさせる。
②１人１台端末の付箋機能を活用して，人々の生活の様子から読み取れたことを入力し，グループで共有させる。

	4
(4)
	「温暖な地域の暮らし～スペインでの生活～」
◎温暖なスペインでは，人々はどのような生活をするのか理解する。
○スペインの人々の生活の様子から，地中海性気候の特色や人々の生活の特色や課題を読み取る。
	
	
	
	②バルセロナの雨温図と東京の雨温図を比較して地中海性気候の特色を読み取らせ，それが人々の生活にどのように影響するかを考えさせる。
②１人１台端末の付箋機能を活用して，人々の生活の様子から読み取れたことを入力し，グループで共有させる。

	5
(5)
	「寒い地域の暮らし～シベリアでの生活～」
◎冬の寒さが厳しいシベリアでは，人々はどのような生活をするのか理解する。
○シベリアの人々の生活の様子から，寒い地域の気候の特色や人々の生活の特色や課題を読み取る。
	
	
	
	②ヤクーツクの雨温図と東京の雨温図を比較して低温で少雨の特色を読み取らせ，それが人々の生活にどのように影響するかを考えさせる。
②１人１台端末の付箋機能を活用して，人々の生活の様子から読み取れたことを入力し，グループで共有させる。

	6
(6)
	「高地の暮らし～アンデス山脈での生活～」
◎標高が高いアンデス山脈の高地では，人々はどのような生活をしているのか理解する。
○アンデス山脈の人々の生活の様子から，高地の気候の特色や人々の生活の特色や課題を読み取る。
	
	
	
	②クスコの雨温図と東京の雨温図を比較して高地の気候の特色を読み取らせ，それが人々の生活にどのように影響するかを考えさせる。
②１人１台端末の付箋機能を活用して，人々の生活の様子から読み取れたことを入力し，グループで共有させる。

	7
(7)
	「世界各地の衣食住とその変化」
◎世界各地の人々の住居や主食，衣服は，自然環境とどのような関係があり，かつてと比較すると，どのような変化が見られるのか理解する。
○世界各地の衣食住の特色や変化，人々の生活との関係について理解する。
	○
	
	
	②景観写真や資料図などから世界各地の衣食住の特色を読み取らせ，世界の地域ごとに衣食住の特色を理解させる。
②１人１台端末の付箋機能を活用して，人々の生活の様子から読み取れたことを入力し，グループで共有させる。

	8
(8)
	「人々の生活と宗教の関わり」
◎世界の宗教はどのように分布し，人々の生活にどのような影響を与えているのか理解する。
○世界各地の宗教と人々の生活との関わりについて理解する。
	
	
	
	

	9
(9)
	「章の学習を振り返ろう」
◎世界各地の人々の生活は，自然環境とどのような関わりがあるのか具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○人々の生活と環境に関する基礎的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	③世界各地における人々の生活の特色やその変容の理由を，その生活が営まれる場所の自然及び社会的条件などに着目して多面的・多角的に考察させ，話し合わせる。
②③２～７時間目まで１人１台端末の付箋機能を活用してまとめた情報を基に，考察させ，話し合わせる。


単元名「人々の生活と環境」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　

	単元
の
目標
	・年代の表し方や時代区分の意味や意義についての基本的な内容を理解する。
・資料から歴史に関わる情報を読み取ったり，年表などにまとめたりするなどの技能を身に付ける。
・時期や年代，推移，現在の私たちとのつながりなどに着目して，歴史上の人物や文化財，出来事などから適切なものを取り上げ，時代区分との関わりなどについて考察し表現する。
・過去を継承しつつ，現在に生きる自身の視点から歴史に問いかけ，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
(2)

	「歴史をたどろう」
◎絵を活用して，小学校で学んだ内容を取り上げ，歴史を大きく変えた人物や出来事を考察し，時代を区分することの意味や意義を理解する。
○政治にかかわる人物の特徴（貴族，武士など）や友好・対立など外国との関係に関わる出来事に着目させ，年表に整理したものを基に時代の転換点をいくつか挙げる。
	○
	
	
	②資料（絵）から歴史に関わる情報を適切に読み取らせ，年表などにまとめさせる。

	2
(3)
	「年代の表し方と時代区分」
◎西暦，世紀，元号の意味と使い方や政治の中心地による時代区分や文化の特徴から名付けられた時代区分があることについて自分の考えを持ち表現する。
○「徳川家康はいつ活躍した人物か」などの具体的な出来事に関する問いの答えを，西暦，世紀，元号，時代区分などを使って表現する。
	
	○
	○
	







単元名「歴史の流れと時代区分」　学習指導要領の内容[A（１）アイ]　

	単元の
目標
	・自らが生活する地域や受け継がれてきた伝統や文化への関心を持って，具体的な事柄との関わりの中で，地域の歴史について調べたり，収集した情報を年表などにまとめたりするなどの技能を身に付ける。単元名「歴史の調べ方・まとめ方・発表のしかた」　学習指導要領の内容[A（２）アイ]　

・比較や関連，時代的な背景や地域的な環境，歴史と私たちとのつながりなどに着目して，地域に残る文化財や諸資料を活用して，身近な地域の歴史的な特徴を多面的・多角的に考察し，表現する。
・身近な地域の歴史や受け継がれてきた伝統・文化に対する関心をもち，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。				
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
(2)
	「歴史の謎を探る～問いを作ろう～」
◎地域の歴史に触れ，調べてみたい事柄を探し，班で話し合うなどしてから調べる課題について追究する。
○実際に見学し，直接関係者や様々な方々から話を聞くことができる場を工夫し，地域の歴史について調べる。
	
	
	
	②図書館，博物館・資料館，インターネットなどから適切に情報を集める技能を身に付けさせる。

	2
(3)
(4)
(5)
	「資料をよく見てヒントを探そう」
◎教科書や地域の副読本など，身近な資料から基本的な情報を集め，調べる視点を明確にして，いくつかの予想（仮説）を立てている。ルートマップなどの地図を用意し，マナーを守りながら野外調査や聞き取り調査を行って，情報を収集し，整理する。
○地域の図書館や博物館，インターネットなども積極的に利用させる。
	○
	
	
	②身近な地域の歴史や受け継がれてきた伝統や文化に関する様々な資料を収集させ，予想に関連のある情報を適切に読み取らせることで，事実と事実でないことを区別するなど記録を適切に整理させる。

	3
(6)
(7)
(8)
	「謎解きの答えを分かりやすくまとめよう」
◎調べたり考えたりしたことを整理し，まとめの報告書（レポート）を作成する。調べたことを発表し，意見交換を行ったのち，調査全体を振り返り，改善できる点や工夫できる点を探して，今後の調査活動に生かそうとする。
○模造紙やコンピュータなどを使ったプレゼンテーション，グループディスカッション，パネルディスカッションなど，テーマや内容に応じて適切な方法で発表や意見交換を行わせる。
	
	○
	○
	②調査を通してわかった事柄を適切な項目を立てて整理し，根拠となる資料を年表，地図，写真・イラスト，関係図・流れ図などを用いて表現させる。


単元名「歴史の調べ方・まとめ方・発表のしかた」　学習指導要領の内容[A（２）アイ]　















	単元の
目標
	・世界の古代文明や宗教の起こりをもとに，世界の各地で文明が築かれたことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「人類の登場から文明の発生へ」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　

・古代文明や宗教が起こった場所や環境に着目して，文明や宗教の特徴を比較して考察し，共通点に気付くなど，事象を相互に関連付けるなどして，古代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・世界の古代文明や宗教の起こりについて，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「人類がたどった進化」
◎人類は，進化の過程で，どのように生活を変化させてきたのか理解する。
○環境の変化とともに，人類はどのように進化してきたのかを文章や資料から読み取り，表または図にまとめる。
	
	
	
	

	2
(2)
	「世界各地で生まれる文明」
◎古代文明はどのような特徴を持っていたのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し,根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○文明はどのような地域で誕生し，またその地域ではどのようなものが生まれたのかを，文章や地図資料から読み取り，表にまとめる。
	
	
	
	②世界の古代文明について，成立した時期，文明が生まれた地域，その地域で生まれたものを表で適切にまとめ，理解させる。

	3
(3)
	「東アジアの文明の広がり」
◎古代の中国は，どのように統一されていったのか理解する。
○中国に登場した秦や漢ではどのような政治が行われたのか，文章や資料から読み取る。
	
	
	
	②世界地図を用いながら秦の始皇帝の政治の特色，漢と周辺諸国との関係，シルクロードの役割，儒教と仏教の違いなどに気付かせる。

	4
(4)
	「ギリシャとローマの政治と文明」
◎古代のギリシャとローマではどのような政治が展開されたのか自分の
考えを持つ。
○ギリシャとローマではどのような政治が行われたのか，文章や資料から読み取り，現代の民主政治と異なる点を考える。
	
	○
	
	③古代ギリシャの民主政や古代ローマの共和政の共通点，現代の民主政治と異なる点とは何かを考察し，政治の権利を持つ人や労働を担う奴隷などに着目して，話し合わせる。

	5
(5)
	「仏教・キリスト教・イスラム教の誕生」
◎仏教・キリスト教・イスラム教はどのように起こり，広まったのか理解する。
○世界的な規模で信仰されている宗教は，どのように生まれ,広まっていったのか，文章や地図から読み取る。　
	○
	
	○
	②宗教の誕生と広まりの地図から，宗教の広まりと王朝の範囲の関係性に気付かせる。


単元名「人類の登場から文明の発生へ」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　

	単元
の
目標
	[bookmark: _GoBack]・アジア州をいくつかの地域に分けて人口増加と急激な経済発展による様々な影響を整理し，地域ごとの違いをふまえながらアジア州全体の地域的特色や課題を理解する。単元名「アジア州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

・他地域との結び付きやアジア州という地域に着目し，人口増加と急激な経済発展を取り上げて，アジア州に暮らす人々に与える影響やそれによって生じる課題を多面的・多角的に考察，表現する。
・人口増加と急激な経済発展を中心に，アジア州に暮らす人々に与える影響やそれによって生じる課題を主体的に追究し解決しようとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「アジア州の自然環境」
◎ユーラシア大陸の広い範囲を占めるアジア州では，地形や気候にどの　　　　
ような特色が見られるか理解する。
○アジア州を地域区分し，地形や気候を中心に，国々や自然などの基本的な特色を理解する。
	
	
	
	②アジア州を地域区分し，自然環境に関するそれぞれの特色を理解するとともに，１人１台端末を活用し雨温図や景観写真などから雨季と乾季の違いやそれぞれの特色を調べまとめさせる。
③各班で話し合わせたことを発表させる。

	2
(2)
	「アジア州の農業・文化と経済発展」
◎世界一の人口集中地域であるアジア州では，どのような農業が行われ，
どのような文化が育まれてきたのか理解する。　　　
○アジア州の農業について，モンスーンの影響や降水量の違いに着目してその特色を理解するとともに，人口が集中する沿岸部では都市化が進んでいることを理解する。
	
	
	
	②年間降水量と稲作，畑作，遊牧の分布との関連性に気付かせる。
②人口集中と経済発展の関連性に気付かせる。


	3
(3)
	「経済発展を急速に遂げた中国」単元名「アジア州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

◎巨大な人口を抱える中国では，急速な経済発展によって，社会にどの
ような課題が生じてきているのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○中国の急速な経済発展や生活の変化を工業化と関連付けて理解するとともに，急速な経済発展によって起こる課題について考える。
	
	
	
	②中国の急速な経済発展や地域の変化についてその特色を理解するとともに，様々な資料を活用して中国の急速な経済発展と地域の変化との関連について調べまとめさせる。

	4
(4)
	「最も近い隣国，韓国」
◎最も近い隣国である韓国は，生活・文化や社会と産業の変化において，日本とどのような関わりがあるのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○文化や工業の特色，首都一極集中による地域の課題などについて理解し，日本との関わりについて考える。
	
	
	
	②輸出の変化や一極集中による課題について調べまとめさせる。

	5
(5)
	「経済発展を目指す東南アジア」
◎東南アジアの国々は，外国との関わりのなかで，どのような工
　業化を進め，経済を発展させてきたのか理解する。
○外国との関わりの中で進んできた東南アジアの工業化の実態について理解する。
	　○
	
	
	②東南アジアの工業化の実態について理解するとともに，新旧の統計資料を比較して外国企業の進出増加や輸出品目の高度化について調べまとめさせる。
②１人１台端末を活用して，東南アジアに新出する有名な日本企業を調べさせる。

	6
(6)
	「産業の発展と人口増加が急速に進む南アジア」
◎人口増加が続く南アジアの国々は，どのような発展を続けているのか
理解する。
○南アジアの文化や産業の発展について，人口増加と関連させながら理解する。
	
	
	
	②南アジアの文化や産業の発展を経済発展と関連付けて理解し，その特色を調べまとめさせる。
②「NHK for school」の南アジアに関する動画を視聴させる。

	7
(7)
	「資源が豊富な中央アジア・西アジア」
◎西アジアや中央アジアの国々の経済成長は，どのような産業が支えて
いるのか理解する。
○西アジアや中央アジアの経済成長について資源開発と関連させながら理解する。
	　
	
	
	②西アジアや中央アジアの経済成長について理解するとともに，資源生産や輸出の特色や変化について調べまとめさせる。

	8
(8)
	「節の学習を振り返ろう」
◎アジア州における急速な経済成長は，地域にどのような影響を与えて
いるのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って
自らの考えを適切に表現する。
○アジア州の基礎的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	　○
	　○
	③他地域との結び付きや急速な経済成長，人口の増加などに着目しながら，その影響について考えさせ話し合わせる。


単元名「アジア州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

	[bookmark: _Hlk83030169]単元の
目標
	・ヨーロッパ州に暮らす人々の生活を基に，ヨーロッパ州の地域的特色を大観し，EU統合や文化の多様性に関わる課題が地域的特色の影響を受けて独自の様相を見せていることを理解する。単元名「ヨーロッパ州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

・他地域との結び付きや地域などに関わる視点に着目して，EU統合や文化の多様性に関わる課題の要因や影響をヨーロッパ州の地域的特色と関連付けて，多面的・多角的に考察し，表現する。
・日本との比較をまじえながら，ヨーロッパ州の人々の生活に関心を持ち，地域的特色及びEU統合や文化の多様性に関わる課題を意欲的に追究する。
・アジア州をいくつかの地域に分けて人口増加と急激な経済発展による様々な影響を整理し，地域ごとの違いをふまえながらアジア州全体の地域的特色や課題を理解する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	７時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「ヨーロッパ州の自然環境」
◎ユーラシア大陸の西部に位置するヨーロッパ州では，地形や気候にどのような特色が見られるのか理解する。　
○地形や気候を中心に，ヨーロッパ州の国々や自然などの基本的な特色を理解する。
	　
	
	
	②地図や雨温図を活用して，ヨーロッパ州の地形や気候の特色を調べ，まとめさせる。

	2
(2)
	「ヨーロッパ文化の共通性と多様性」単元名「ヨーロッパ州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

◎多くの国々が集まるヨーロッパの文化には，どのような共通性や多様
性があるのか理解する。
○位置や分布に着目しながら，ヨーロッパ州の宗教や言語・民族などの共通性や多様性を理解する。
	　
	
	
	②位置や分布に着目しながら，ヨーロッパ州の宗教や言語・民族などの共通性や多様性を調べまとめさせる。

	3
(3)
	「EUの成り立ちとその影響」
◎ヨーロッパでは，国境を越えた結び付きが強まることにより，人々の
生活にどのような変化が見られたのか自分の考えを持つ。
○ヨーロッパ州の国境をこえた結び付きに着目しながら，人々の生活にどのような変化が見られたのかを考える。
	
	
	
	②ヨーロッパ州の地形や歴史に着目しながら，その特色を調べまとめさせる。

	4
(4)
	「ヨーロッパの農業とEUの影響」
◎ヨーロッパの農業には，地域によってどのような特色があり，EUによる統合によって，どのような変化が生じたのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○ヨーロッパ州の農業における地域的特色とEU統合による変化や課題を考える。
	
	
	
	②緯度や気候に着目して，ヨーロッパ州の農業の特色を調べまとめさせる。

	

5
(5)

	「ヨーロッパの工業とEUの影響」
◎ヨーロッパの工業にはどのような特色があり，EUの統合によって，ど
のような変化が生じたのか自分の考えを持つ。
○ヨーロッパ州の工業における地域的特色とEU統合による変化や課題を考える。
	
	
	
	②資源の分布や工業地域の立地に着目して，ヨーロッパ州の工業の特色を調べまとめさせる。

	6
(6)
	「EUが抱える課題」
◎統合を進めてきたEUでは，どのような課題が生じているのか具体的な
事例を基に理解する。
○EU域内での経済格差に着目して，EUで発生する課題やこれからのEUのあり方について考える。
	　○
	
	
	③EU加盟国の拡大や各国の平均年収と外国人の移動に着目して，EUが抱える課題について話し合わせる。

	7
(7)
	「節の学習を振り返ろう」
◎ヨーロッパ州では，国どうしの結び付きが強まることによって，地域にどのような影響が生じているか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○ヨーロッパ州の基礎的事項を確認するとともに，地理的な見方・考え方を働かせて学習の成果を表現する。
	
	○
	○
	③EU統合という地域のあり方に着目しながら，EU統合のよさや課題について話し合わせる。


単元名「ヨーロッパ州」　学習指導要領の内容[B（２）アイ]　

	[bookmark: _Hlk83030244]単元の
目標
	・日本列島における農耕の広まりと生活の変化や当時の人々の信仰，大和政権による統一の様子と東アジアとの関わりなどを基に，東アジアの文明の影響を受けながら我が国で国家が形成されていったことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「東アジアの中の倭（日本）」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　

・農耕の広まりや生産技術の発展に着目して，農耕の広まりが生活や社会に与えた影響を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，古代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・日本列島における国家形成について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「タイムトラベル①②縄文時代・弥生時代を眺めてみよう」
◎縄文時代と弥生時代の集落をえがいた想像図を比べて，どのような点が変化し，どのような共通点があるかを読み取り，各時代の特色を考える。
○「次の場面を探してみよう！」の課題を基に，社会が大きく変化したことに気付かせ，「なぜ争いが起こっているのか」などの追究課題を考える。
	　
	
	　
	②「タイムトラベル」を活用し，小学校の学習を踏まえて，縄文時代と弥生時代の違いについて，道具や建物，作物などに着目し，適切な事柄を読み取らせる。

	2
(2)
	「縄文から弥生への変化」
◎縄文・弥生時代の日本列島の人々の生活には，どのような特徴があっ
たのか理解する。
○縄文時代から弥生時代にかけて，人々の生活はどのように変化したのか，稲作と関わらせて考える。
	　○
	
	
	④博物館にある「縄文土器」の展示（不定期），や「弥生土器」，「石包丁」，「土笛」，「銅鐸」，「貝輪」の貸出教材（復元品・模造品）を活用し当時の暮らしや文化について理解させる。

	3
(3)
	「ムラがまとまりクニへ」
◎日本列島のクニはどのようにまとまっていったのか理解する。　
○日本列島の各地にあった国々はどのようにしてまとまっていったのか，中国の歴史書が伝えていることなどを基に考える。
	
	
	
	②｢漢書｣，｢後漢書｣，「魏志」倭人伝に書かれた倭（日本）の様子から，紀元前１世紀ごろには100余りの国に分かれていたこと，１世紀の半ばに奴国の王が漢に使いを送り，金印を与えられたこと，３世紀には邪馬台国の女王卑弥呼が30余りの国を治め，中国に使いを送って倭王の称号と金印，銅鏡を得ていたことなどを適切に読み取らせる。

	4
(4)
(5)
	「鉄から見えるヤマト王権」
◎ヤマト王権はどのようにして勢力を拡大していったのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○ヤマト王権はどのようにして勢力を拡大していったのか，鉄や前方後円墳が各地に広まった理由を基に考える。
○ムラからクニ，さらにヤマト王権へとまとまる過程を確認する。
◇節の問いを振り返ろう◇
日本列島において，クニができ，勢力を広げていくのに重要だったことは何か，説明する。
	
	○
	○
	③ヤマト王権の勢力拡大に鉄が果たしていた役割を考察し，各地の豪族が，鉄の豊富な朝鮮半島とのつながりがあるヤマト王権と結び付きを強めようとした理由などを，根拠を持って話し合わせる。


単元名「東アジアの中の倭（日本）」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　

	単元
の
目標
	・律令国家の確立に至るまでの過程をもとに，東アジアの文物や制度を積極的に取り入れながら国家の仕組みが整えられ，その後，天皇や貴族による政治が展開したことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「中国にならった国家づくり」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　

・東アジアとの接触や交流と政治や文化の変化に着目して，東アジアの動きが政治や文化に与えた影響を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，古代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・律令国家の形成について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「タイムトラベル③　奈良時代を眺めてみよう」
◎縄文時代や弥生時代の集落などと奈良時代の国分寺建設の様子を描いた想像図を比べて，どのような点が変化し，どのような共通点があるのかを読み取る。
○「次の場面を探してみよう！」の課題の他，役人や僧侶と民衆の格差が分かるもの（住宅や服装），古墳の土などが寺院建設に利用されていることに着目して読み取る。
	
	
	
	②「タイムトラベル」を活用し，小学校の学習を踏まえて，縄文時代・弥生時代と奈良時代の違いについて，建物や人々の服装，人々が果たする役割の違いなどに注目し，仏教伝来後の寺院建設など，適切な事柄を読み取らせる。

	2
(2)
	「ヤマト王権と仏教伝来」単元名「中国にならった国家づくり」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　

◎蘇我氏や聖徳太子は，国づくりのためにどのような改革を行ったのか
理解する。　　　　
○蘇我氏や聖徳太子は，どのような国をつくろうとしたのか，蘇我氏と聖徳太子が協力して行った政策などを基に考える。
	
	
	
	②地図を用いて，当時の東アジア諸国間に緊張が高まっていたことを確認させる。

	3
(3)
	「律令国家を目指して」
◎東アジア諸国との関係のなかで，倭国(日本)はどのような改革を進め
たのか資料から読み取る。
○東アジア諸国との関係のなかで，倭（日本）はどのような改革を進めたのか，天智天皇と天武天皇が行った政策などを文章や資料から読み取ってまとめる。
	○
	
	
	②大宝律令によって生まれた，天皇を頂点とし，太政官が政策を決め，その下の八つの省が実施にあたる中央政府（朝廷）の仕組みや，地方を国・郡・里に分け，中央から派遣された国司が，郡司や里長に任命された地方豪族を監督する地方の仕組みなどを，本文や図などから適切に読み取らせる。

	4
(4)
	「律令国家での暮らし」
◎奈良時代の土地と税の制度にはどのような特徴があったのか具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○奈良時代の土地制度，税制度は人々の生活にどのような影響を与えたのか，資料などを基に考える。
	
	○
	
	②農民にとっての税や兵役，労役がどれほど重かったのか，資料などから読み取らせる。

	5
(5)
(6)
	「大陸の影響を受けた天平文化」
◎奈良時代にはどのような特徴を持った文化が展開したのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○奈良時代にはどのような特色を持った文化が展開したのか，大陸の影響と文化を生み出した担い手の考えを中心に調べてまとめる。
◇節の問いを振り返ろう◇
　日本の古代国家が目指した国とは，どのようなものであったか説明する。
	
	○
	○
	②１人１台端末を活用して，五絃琵琶に使われている材料の産地について調べさせる。
②地図を活用し，当時の唐がシルクロードを通してイスラム勢力などと交流を持っていたこと，東大寺正倉院に伝わる五絃琵琶などがそのことを物語っていることを確認させる。
③聖武天皇が仏教を支持し，大仏や国分寺と国分尼寺を造らせた理由，仏教文化が広まっていった理由について話し合わせる。


単元名「中国にならった国家づくり」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　

	単元
の
目標
	・摂関政治を基に，天皇や貴族による政治が展開したことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「展開する天皇・貴族の政治」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　

・東アジアとの接触や交流と政治や文化の変化に着目して，東アジアの動きが政治や文化に与えた影響を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，古代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・古代の文化と東アジアとの関わりについて，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「タイムトラベル④　平安時代を眺めてみよう」
◎奈良時代と比べると，どのような点が変化し，どのような共通点があるか。平安時代（平安京）における人々や貴族の生活の様子をえがいた想像図を見て，奈良時代（平城京）と比べてどのような点が変化し，どのような共通点があるのかを読み取る。
○「次の場面を探してみよう！」の課題の他，貴族と民衆の格差がわかるもの（住宅や服装），季節がわかるもの（貴族の庭園などの桜），寺院がどこにあるか（塔を見付ける）に着目して読み取る。
	
	
	
	②「タイムトラベル」を活用し，小学校の学習を踏まえて，貴族の服装や寝殿造など，日本風の文化が描かれていることなど，適切な事柄を読み取っている。

	2
(2)
	「権力を握った貴族たち」
◎平安京では，どのような政治が行われたのか理解する。
○平安京に都を移したのち，朝廷の政治にどのような変化が見られるようになり，なぜ藤原氏が政治の実権を握ることができたのか，文章や系図などを基に考える。
	○
	
	
	

	3
(3)

	「唐風から日本風へ変わる文化」
◎平安時代にはどのような特色を持った文化が生まれたのか，具体的な　事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○平安時代にはどのような特色を持った新しい文学や仏教が展開したのか，文化を生み出した担い手の考えを中心に調べてまとめる。
◇節の問いを振り返ろう◇
政治，文化，外国との関わりに着目して，奈良時代と比べて平安時代がどのように変わったか説明する。
	
	○
	
	②絵巻物の絵の場面には，空間の変化だけでなく，時間の流れを表すものもあること，当時の暮らしぶりや建物の構造が読み取れることが分かっており，絵巻物を読み取る技能を身に付けさせる。

	4
(4)
	「章の学習を振り返ろう」
◎古代の国が成立するために重要なことは何か，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○古代の日本で国が成立するための共通点や必要なことを考え，最も重要なものを選び，その理由とともに発表し合う。
○古代とはどのような時代か，自分の言葉で表現したり，意見交換を行ったりする。
	
	○
	○
	③国が成立するために必要な条件に着目するなどして，古代という時代を大観し，時代の特色を多面的・多角的に考察させ，適切に表現させる。


単元名「展開する天皇・貴族の政治」　学習指導要領の内容[B（１）アイ]　


